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【手続補正書】
【提出日】令和3年7月20日(2021.7.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液体（２）を噴霧するためのネブライザ（１）であって、
　前記液体（２）の多様な用量を収容する好ましくは置換可能な容器（３）と、
　前記容器（３）から前記液体（２）の用量を引き出して噴霧のためにそれぞれの該用量
を加圧するための流体ポンプ（５）と、
　前記容器（３）内の前記液体（２）を加圧して該容器（３）から前記液体（２）を用量
単位で引き出すことを支援するための空気ポンプ（３０）と、
　前記ネブライザ（１）から切り離すことができる又は前記容器（３）を挿入する又は置
換するために開くことができるハウジング部分（１８）と、を含み、
　前記空気ポンプ（３０）は、前記容器（３）から前記液体（２）を用量単位で引き出す
ことを支援するために該容器（３）の中に空気をポンピングするためのピストン／シリン
ダ配置を含む又は形成する、
　ことを特徴とするネブライザ。
【請求項２】
　前記空気ポンプ（３０）は、ポンプピストン（３１）及びシリンダ（３２）を含み、該
ポンプピストン（３１）は、該シリンダ（３２）内で軸線方向に移動可能であり、
　前記シリンダ（３２）は、前記ハウジング部分（１８）又はそれに取り付けられたイン
サート（３３）によって形成されることを特徴とする請求項１に記載のネブライザ。
【請求項３】
　前記空気ポンプ（３０）は、前記ネブライザ（１）の前記ハウジング部分（１８）及び
／又はハウジング（１９）内の及び／又はそれに対する前記容器（３）の移動によって作
動されることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載のネブライザ。
【請求項４】
　前記容器（３）は、液体（２）の用量を引き出す時及び／又は該液体（２）の用量を加
圧する又は分配する時に前記ネブライザ（１）内で好ましくはストローク的に移動可能で
あることを特徴とする請求項１から請求項３のいずれか一項に記載のネブライザ。
【請求項５】
　前記ネブライザ（１）、特に前記空気ポンプ（３０）は、前記ポンプピストン（３１）
と前記シリンダ（３２）間に作用する密封デバイス（５７）を含み、該密封デバイス（５
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７）の密封効果が、該シリンダ（３２）に対する該ポンプピストン（３１）の移動方向に
依存し、特に、該密封デバイス（５７）は、前記容器（３）からの液体（２）の用量の引
き出し中に該密封効果を増大させ、かつ噴霧のために該液体（２）の該用量を加圧する時
に該密封効果を低減するようになっていることを特徴とする請求項２に記載のネブライザ
。
【請求項６】
　前記空気ポンプ（３０）は、前記ポンプピストン（３１）と前記シリンダ（３２）間に
作用する好ましくは弾性のシール（５４）を含み、該シール（５４）は、該ポンプピスト
ン（３１）に移動可能に取り付けられることを特徴とする請求項２又は請求項５に記載の
ネブライザ。
【請求項７】
　前記シール（５４）の密封効果が、特に前記ポンプピストン（３１）に対する該シール
（５４）の位置に依存することを特徴とする請求項６に記載のネブライザ。
【請求項８】
　前記空気ポンプ（３０）、特に前記ポンプピストン（３１）は、前記シール（５４）の
ための溝（５８）を含み、該溝（５８）は、密封効果が該溝（５８）内の該シール（５４
）の位置に依存して変化するように先細である及び／又は可変深さを含むことを特徴とす
る請求項６又は請求項７に記載のネブライザ。
【請求項９】
　前記ネブライザ（１）の使用中に、前記空気ポンプ（３０）及び前記流体ポンプ（５）
は交互に加圧することを特徴とする請求項１から請求項８のいずれか一項に記載のネブラ
イザ。
【請求項１０】
　前記ネブライザ（１）、特に前記空気ポンプ（３０）は、該空気ポンプ（３０）又はそ
のポンプチャンバ（３９）内の空気圧を低減するための圧力軽減手段（６０）を含み、該
圧力軽減手段（６０）は、該空気ポンプ（３０）の前記シリンダ（３２）内の前記ポンプ
ピストン（３１）の位置に依存して自動的に開くようになっていることを特徴とする請求
項１から請求項９のいずれか一項に記載のネブライザ。
【請求項１１】
　前記圧力軽減手段（６０）は、前記空気ポンプ（３０）、特にそのポンプピストン（３
１）又はシリンダ（３２）に一体化されたバイパスチャネルとして具現化されることを特
徴とする請求項１０に記載のネブライザ。
【請求項１２】
　前記ネブライザ（１）又は前記空気ポンプ（３０）は、最大空気圧を制限する又は制御
する及び／又は該空気ポンプ（３０）又はそのポンプチャンバ（３９）内のいずれの不足
圧力も防止する制御弁（４０）を含み、好ましくは、該制御弁（４０）の開口が圧力依存
であることを特徴とする請求項１から請求項１１のいずれか一項に記載のネブライザ。
【請求項１３】
　前記空気ポンプ（３０）は、前記容器（３）の外側ケーシング（２０）、ベース（２２
）、及び／又は通気孔（２３）に特に空気的に接続可能である又は接続されることを特徴
とする請求項１から請求項１２のいずれか一項に記載のネブライザ。
【請求項１４】
　前記容器（３）の移動が、前記空気ポンプ（３０）との該容器（３）の一時的な空気的
接続を制御することを特徴とする請求項１３に記載のネブライザ。
【請求項１５】
　前記ネブライザ（１）の使用中に、前記空気ポンプ（３０）は、前記容器（３）に特に
空気的及び／又は機械的に一時的にのみ、特に該容器（３）からの液体（２）の用量の引
き出し中にのみ接続されることを特徴とする請求項１から請求項１４のいずれか一項に記
載のネブライザ。
【請求項１６】
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　前記容器（３）が、前記ポンプピストン（３１）に対して作用する、及び／又は前記ポ
ンプピストン（３１）を駆動することを特徴とする請求項１から請求項１５のいずれか一
項に記載のネブライザ。
【請求項１７】
　前記容器（３）は、前記ネブライザ（１）を装填するか又は前記容器（３）から液体の
用量を引き出し中に及び／又は液体の用量を噴霧又は分配中に、前記空気ポンプ（３０）
に対して移動可能であり、前記容器（３）の相対移動により、前記空気ポンプ（３０）が
作動され及び／又は前記空気ポンプ（３０）に一時的にのみ接続され、特に前記空気ポン
プ（３０）は、前記ネブライザ（１）の非装填状態では前記容器（３）に接続されないこ
とを特徴とする請求項１６に記載のネブライザ。
【請求項１８】
　前記空気ポンプ（３０）は、好ましくは前記容器（３）の出口の反対側に及び／又は前
記容器（３）の通気孔を通じて、前記容器（３）の底部又は軸線方向端部に流体的に接続
可能である、及び／又は、前記空気ポンプ（３０）又は前記ポンプピストン（３１）は、
前記空気ポンプ（３０）を前記容器（３）又はそのベース（２２）又は通気孔（２３）に
空気的に接続するためのポート（３４）を含むことを特徴とする請求項１６又は請求項１
７に記載のネブライザ。
【請求項１９】
　前記空気ポンプ（３０）、ポンプピストン（３１）、及び／又はポート（３４）は、中
心に、及び／又は、前記容器（３）、ベース（２２）、又は通気孔（２３）の下に、及び
／又は前記容器（３）又はそのストローク移動との軸線方向位置合わせ状態で配置される
ことを特徴とする請求項１６から請求項１８のいずれか一項に記載のネブライザ。
【請求項２０】
　前記空気ポンプ（３０）又は前記ポンプピストン（３１）は、前記ネブライザ（１）内
の前記容器（３）の移動、及び／又は前記容器（３）のストローク状移動によって作動さ
れ、特に前記ポンプピストン（３１）は、前記容器（３）によって押下されることを特徴
とする請求項１６から請求項１９のいずれか一項に記載のネブライザ。
【請求項２１】
　前記容器（３）又はそのベース（２２）は、前記ネブライザ（１）が前記非装填状態に
ある時又は用量を噴霧した後に前記空気ポンプ（３０）、ポンプピストン（３１）、又は
ポート（３４）から離間することを特徴とする請求項１６から請求項２０のいずれか一項
に記載のネブライザ。
【請求項２２】
　前記空気ポンプ（３０）は、前記ポンプピストン（３１）をその初期位置に戻す又は付
勢するための伸縮バネ（３６）を含むことを特徴とする請求項１６から請求項２１のいず
れか一項に記載のネブライザ。
【請求項２３】
　前記伸縮バネ（３６）は、前記ポンプピストン（３１）と前記ハウジング部分（１８）
又はインサート（３３）との間に作用することを特徴とする請求項２２に記載のネブライ
ザ。
【請求項２４】
　前記伸縮バネ（３６）は、螺旋バネによって形成され、及び／又は前記容器（３）の軸
線方向又はストローク移動方向に延び、及び／又は前記空気ポンプ（３０）内に配置され
ることを特徴とする請求項２２又は請求項２３に記載のネブライザ。
【請求項２５】
　前記ポンプピストン（３１）は、前記伸縮バネ（３６）の関連の端部を保持するための
凹部又は突起のような担持部分（３７）を含み、及び／又は前記インサート（３３）又は
前記ハウジング部分（１８）は、前記伸縮バネ（３６）の関連の端部を保持するための凹
部又は突起のような担持部分（３８）を含むことを特徴とする請求項２２から請求項２４
のいずれか一項に記載のネブライザ。
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【請求項２６】
　前記空気ポンプ（３０）が、前記容器（３）又はそのケーシング（２０）又はベース（
２２）に一時的に接続するためのシール（３５）を含むことを特徴とする請求項１から請
求項２５のいずれか一項に記載のネブライザ。
【請求項２７】
　前記容器（３）、特にその軸線方向端部が、前記空気ポンプ（３０）の前記ポンプピス
トン（３１）を形成することを特徴とする請求項１又は請求項１２に記載のネブライザ。
【請求項２８】
　前記容器（３）は、そのケーシング（２０）に取り付けられた追加の部分、リング、又
はスリーブなどの形態にある改造端部（４９）を含むことを特徴とする請求項２７に記載
のネブライザ。
【請求項２９】
　前記改造端部（４９）は、前記ポンプピストン（３１）を形成する、及び／又は前記改
造端部（４９）は、前記シリンダ（３２）内で移動可能であるか又は誘導されることを特
徴とする請求項２８に記載のネブライザ。
【請求項３０】
　前記容器（３）は、前記液体（２）を収容する圧壊可能バッグ（４）を含むことを特徴
とする請求項１から請求項２９のいずれか一項に記載のネブライザ。
【請求項３１】
　前記容器（３）は、剛性ケーシング（２０）と該ケーシング（２０）内で移動可能な流
体ピストン（２８）とを含むことを特徴とする請求項１から請求項２９のいずれか一項に
記載のネブライザ。
【請求項３２】
　前記流体ピストン（２８）及び前記ケーシング（２０）は、前記液体（２）を収容する
容積（４）を形成し、該容積（４）は、該ケーシング（２０）内の該流体ピストン（２８
）の軸線方向移動によって縮小される又は縮小可能であることを特徴とする請求項３１に
記載のネブライザ。
【請求項３３】
　前記容器（３）は、前記流体ピストン（２８）と前記ケーシング（２０）間に作用する
シール（２９）を含み、該流体ピストン（２８）及び該シール（２９）は一体的に形成さ
れることを特徴とする請求項３１又は請求項３２に記載のネブライザ。
【請求項３４】
　前記流体ピストン（２８）は、前記容積（４）から外に向く側に（第１の）中心凹部（
２８Ａ）及び／又は該容積（４）に向く側に（第２）の中心凹部（２８Ｂ）を含むことを
特徴とする請求項３１から請求項３３のいずれか一項に記載のネブライザ。
【請求項３５】
　前記ネブライザ（１）が、前記容器（３）を用いて実施された又は依然として可能な使
用の回数を計数する又は表示するためのインジケータデバイス（６１）を含み、該インジ
ケータデバイス（６１）は、好ましくはリング形状のインジケータ要素（６２）と該イン
ジケータ要素（６２）を作動させるためのアクチュエータ（６３）とを含むことを特徴と
する請求項１から請求項３４のいずれか一項に記載のネブライザ。
【請求項３６】
　前記インジケータデバイス（６１）は、前記空気ポンプ（３０）に一体化される及び／
又はそれと共に作動されることを特徴とする請求項３５に記載のネブライザ。
【請求項３７】
　前記インジケータ要素（６２）は、前記容器（３）、特に前記容器（３）の外側ケーシ
ング（２０）に回転可能に接続されることを特徴とする請求項３５又は請求項３６に記載
のネブライザ。
【請求項３８】
　前記インジケータ要素（６２）は、前記ポンプピストン（３１）を含む又は形成するこ
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とを特徴とする請求項３５又は請求項３６に記載のネブライザ。
【請求項３９】
　前記アクチュエータ（６３）は、前記容器（３）又は前記ポンプピストン（３１）が第
１の軸線方向（端部）位置に到達する時及び該容器（３）又は該ポンプピストン（３１）
が第２の軸線方向（端部）位置に到達する時に前記インジケータ要素（６２）を区分的に
回転させるようになっていることを特徴とする請求項３５から請求項３８のいずれか一項
に記載のネブライザ。
【請求項４０】
　前記インジケータ要素（６２）は、反対軸線方向に向けられた２つの歯車リング（６２
Ａ、６２Ｂ）を含み、及び／又は
　前記アクチュエータ（６３）は、反対軸線方向に向けられた２つの作動要素（６３Ａ、
６３Ｂ）を含み、好ましくは、各作動要素（６３Ａ、６３Ｂ）が、異なる歯車リング（６
２Ａ、６２Ｂ）と相互作用する、
　ことを特徴とする請求項３５から請求項３９のいずれか一項に記載のネブライザ。
【請求項４１】
　前記ネブライザ（１）が、予め決められた回数が現在の前記容器（３）を用いて到達さ
れた又はそれを超過した時に前記ネブライザ（１）又は該容器（３）の更なる使用をロッ
ク状態で阻止するようになった阻止デバイス（６５）を含むことを特徴とする請求項３５
から請求項４０のいずれか一項に記載のネブライザ。
【請求項４２】
　前記阻止デバイス（６５）は、前記容器（３）又はそのケーシング（２０）に対する及
び／又は前記ネブライザ（１）の前記ハウジング部分（１８）に対する前記インジケータ
要素（６２）の移動を阻止するようになっていることを特徴とする請求項４１に記載のネ
ブライザ。
【請求項４３】
　前記阻止デバイス（６５）は、前記容器（３）、特にそのケーシング（２０）と前記ハ
ウジング部分（１８）とを好ましくは阻止要素（６５Ａ、６５Ｂ）が前記インジケータ要
素（６２）を半径方向に通って延びることによって互いにぴったりと接続するようになっ
ていることを特徴とする請求項４１又は請求項４２に記載のネブライザ。
【請求項４４】
　前記ネブライザ（１）、特に前記空気ポンプ（３０）又は前記ハウジング部分（１８）
は、前記容器（３）の軸線方向端部を密封するシール（２６）を開口するようになった開
口デバイス（５５）を含む又は形成することを特徴とする請求項１から請求項４３のいず
れか一項に記載のネブライザ。
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